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1. はじめに 

電子書籍の普及により数多くの文学作品をインターネッ

ト上で読むことが可能になった．しかし，読者がそれらの中

から読む作品を選ぶことは容易ではない．本稿では物語

について登場人物の感情が表現されている文を抽出する

ことによる指示的要約の手法を提案する． 

2. 既存研究 

横野が感情表現とそれに関係する文を抽出することによ

る物語の要約手法を提案している[1]．物語の地の文につ

いて登場人物の動作文が重要であるとし，中でも感情が描

写されている文を重要文として抽出している． 

本稿で提案する手法では，感情表現の出現文をスコア

付けすることで，要約文の短縮化を目指している． 

3.  提案手法 

 
図１．提案手法の流れ 

3.1 登場人物の推定 登場人物は文中に動作の

主語として出現していると考えられる．登場人物の推定は

KNP1よる格解析の結果と動詞項構造シソーラス辞書[2]の

格情報を用い，動作主に当たる語を抽出することで行う．  

3.2 感情表現の抽出 各文で感情表現が行われ

ているかどうかは，感情表現辞典[3]に掲載されている感情

語との一致により判定を行う．表記ゆれへの対処として

Juman++2用いて感情語と本文の両方を形態素ごとに分割

し，代表表記を照らし合わせて一致を判定する． 

3.3 登場人物と感情の対応付け 感情語に対応す

る登場人物の推定は，3.1 の結果をもとにして作成した動

詞と登場人物を関連付けたデータを用いて行う．KNPの係

り受け解析結果から感情語と係り受けの関係がある動詞を

探し，その動詞に対応する登場人物を感情語と対応付け

る． 

3.4 要約  感情表現辞典では感情語が喜, 好,

昂, 安, 驚, 怒, 哀, 怖, 恥, 厭の 10分類で掲載されて

いる．この分類をもとにして抽出した文を登場人物ごとに

10 次元のベクトルで表現する．例えば，「好」で登録され

 

1 https://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/?KNP 

2 https://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/?JUMAN%2B%2B 

ている感情語が 1 回登場する文は「好」に対応する要素

の値を１とし，2 回登場する文は２とする．また，感情表現

辞典には１つの感情語に複数の感情が登録されているも

のがあったため，そのような語に対しては後に行う処理へ

の影響が小さくなるように１語のベクトルの大きさが１にな

るように値の調整を行う． 

このベクトルから登場人物ごとに感情の大きさ・変化・

強まりをそれぞれ式１，２，３により算出する．𝒗 は付与し

たベクトル，𝑙 は行番号である． 

       大きさ：𝑀𝑖 = ||𝒗𝑖||
2

                (1)  

変化：𝐶𝑖 =
||𝒗𝑖−𝒗𝑖−1||

2

𝑙𝑖−𝑙𝑖−1
(2)  

  強まり：𝑆𝑖 =
𝒗𝑖∙𝒗𝑖−1 

||𝒗𝑖||
2

 ||𝒗𝑖−1||
2

(3)  

文に対して登場人物ごとに算出した感情の大きさ・変

化・強まりの絶対値を足し合わせた値で文のスコアを算出

し，文をランキングする． 

4. 提案手法の評価 

既存手法として，1 文中の TF-IDF 値の和でランキング

した結果と比較を行う．小説は青空文庫3の「杜子春」を使

用し，各手法の上位 10文と事前に人手で選択した物語中

のハイライト文（26文）の一致度を適合率で，ランキングとし

て上位に正解データが存在するかを平均適合率で評価す

る．結果を表 1に示す． 
表１．「杜子春」における各手法の上位 10文での比較結果 

 適合率 平均適合率 

提案手法 0.4 0.62 

TF-IDF 0.3 0.79 

5. 今後の課題 

会話文での感情表現は話者の感情であると考えられる

ため，会話文中の感情語については主語の推定方法を変

更する必要がある． 
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